
６
月
１
日
㈰
は
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
京
田
辺
「
市
民
一
斉
清
掃
（
前

期
）」
の
日
で
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
が
協
力
し
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
自
ら
の
手
で
美
し
く
快
適
に

し
ま
し
ょ
う
。

参
加
予
定
の
団
体
は
、
５
月
１６
日
㈮
ま
で
に
「
実
施
予

定
表
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
ゴ
ミ
回

収
に
協
力
い
た
だ
く
京
田
辺
市
建
設
業
協
会
か
ら
、
ご
み

袋
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
に
ち
＝
６
月
１
日

㈰
場
所
＝
公
園
・
道
路
・

河
川
な
ど

ご
み
収
集
＝
１
日
の

午
後
に
回
収
し
ま
す
の

で
、
必
ず
分
別
し
て
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

＝
環
境
課
（
☎
６４
・

１
３
６
６
）

イベント終了後、ゴーヤとササゲ豆の苗を無料
で配布します。配布数は先着 200 組（1 家族 3
株まで）です。家庭で不要になった苗ポットがあ
れば持参してください。

人
生
に
は
た
く
さ
ん
の
記
念
日
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
記
念
日
を

大
切
な
人
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

で
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
思
い
出

と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
ま
す
。

市
で
は
、
市
の
中
心
に
あ
る
田
辺

公
園
に
記
念
の
思
い
出
を
残
し
て
も

ら
い
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
昭
和
４９
年
か
ら
記

念
植
樹
祭
を
開
い
て
い
ま
す
。

４
月
２０
日
、
誕
生
・
入
学
・
成
人
・

米
寿
・
金
婚
な
ど
の
節
目
を
迎
え
た

１２
組
が
抽
選
に
当
選
さ
れ
、
田
辺
公

園
石
舞
台
で
記
念
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。

記
念
樹
の
紅
梅
を
植
え
た
参
加
者

は
、「
田
辺
公
園
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
子
ど
も

が
大
き
く
な
っ
た
ら
花
が
咲
く
た
び

に
、公
園
に
来
て
成
長
を
祝
い
た
い
」

と
、
京
田
辺
を
ま
す
ま
す
好
き
に
な

っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
し
た
。

石井市長を囲んで記念撮影

大
切
な
思
い
出
を
家
族
で
祝
う
参
加
者

市
と
き
ょ
う
た
な
べ
環
境
市
民
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
環
境
講
演
会
と
緑

の
カ
ー
テ
ン
作
り
説
明
会
を
開
き
ま

す
。【

日
時
】

５
月
１８
日
㈰
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

【
場
所
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
内
容
】

環
境
講
演
・
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
育
て

方
の
説
明

【
参
加
費
】

無
料

【
問
合
せ
先
】

き
ょ
う
た
な
べ
環
境
市
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務
局
（
環
境
課
内
、
☎

６４
・
１
３
６
６
）
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厚生年金に加入していた 20 歳以
上の人が 60 歳未満で退職したとき
は、国民年金の第 1 号被保険者にな
るための手続きが必要です。

また、退職した人に扶養されてい
る 60 歳未満の配偶者も第 1 号被保
険者に変更となるため、手続きが必
要です。

第 1 号被保険者の保険料は、月額
15,250 円です。

保険料を納めることが経済的に困
難な場合は、保険料の納付を免除さ
れる特例免除制度があります。免除

を受けると将来の年金受給額が減額
されますが、10 年以内に保険料を
追納すれば、受給額を増やすことが
できます。

保険料の未納や申請遅れがある
と、万一のときに障害年金などを受
け取れない場合があります。忘れず
に手続きをお願いします。

【手続きに必要なもの】
▼年金手帳または基礎年金番号通

知書▼印鑑（本人が署名する場合は
不要）▼退職を確認できる公的機関
の証明書の写し（雇用保険受給資格
者証・離職票など）

【申請・問合せ先】
▼市民年金課（☎ 64-1333）▼京

都南年金事務所（☎ 075-643-2547）

市
は
、
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福

祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は

医
師
の
診
断
書
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以

上
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
２０
歳
以
上
の
人

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
、
病
院
・
診
療
所
な
ど

に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
す
る
場
合

を
除
き
ま
す
。

支
給
額
＝
月
額
２
万
６
千
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅
の
２０
歳
未

満
の
人

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
児
入
所
施
設
な
ど
に
入
所
、

障
が
い
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
ま

す
。支

給
額
＝
月
額
１
万
４
千
１
４
０

円
な
お
、
発
達
障
が
い
が
あ
り
、
在

宅
で
特
別
の
介
護
が
必
要
な
人
も
、

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

障
害
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に
、

認
定
請
求
書
・
医
師
の
診
断
書
・
所

得
状
況
届
な
ど
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

５
月
１２
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す
。

民
生
委
員
は
、
生
活

の
悩
み
や
心
配
事
の
相

談
、
社
会
福
祉
の
制

度
・
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
児
童
委
員
も

兼
ね
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
、
子
育
て
の
不

安
な
ど
の
相
談
・
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
１
３
８
人
の
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
と
き
は
、
お
近
く
の
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
子
育
て
支
援
を
専
門
と
す
る
主
任
児
童
委
員
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
１
）

市
で
は
、
６
月
中
旬
に
給
付
金
の
案
内
を
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
詳
し
い
手
続
き
方
法
な
ど
は
広
報
京

た
な
べ
６
月
１５
日
号
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。案

内
が
届
い
た
ら
内
容
を
確
認
し
、
該
当
す

る
場
合
は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

対
象
と
な
る
公
務
員
は
、
勤
務
先
か
ら
の
案
内

に
な
り
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
▼
平
成
２６
年
度

の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
▼
市
民
税
が

課
税
さ
れ
る
人
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

支
給
額
＝
１
人
に
つ
き
１
万
円

次
に
該
当
す
る
人
は
１
人
に
つ
き
５
千
円
を

加
算
し
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
受
給
者

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
１
）

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
▼
平
成
２６
年

１
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
た

▼
平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
額
を
超
え
な
い
▼
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
で
な
い
▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

支
給
額
＝
児
童
手
当
の
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
１
万
円

問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎
６４
・

１
３
７
６
）

市
は
、
知
る
権
利
を
尊
重
し
行
政
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
行
政
の
透
明
性
を
確
保
し
、
市
政
に
対
す
る

理
解
や
信
頼
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
公
文
書
や
自
己

の
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
中
の
利
用
状
況
を
左
表
の
と
お
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
同
制
度
の
利
用
窓
口
は
総
務
室
で
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
総
務
室
（
☎
６４
・
１
３
３
７
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
河
原
保

育
所
・
大
住
保
育
園
で
は
、
市
内
に
在

住
す
る
就
園
前
（
０
～
２
歳
）
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
広
い
園

庭
や
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
あ
る
育

児
ル
ー
ム
を
開
放
し
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
場
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
は
も
ち
ろ

ん
、
常
駐
す
る
保
育
士
へ
子
育
て
に
つ

い
て
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一

人
で
子
育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
が
増
え

て
い
る
中
、
お
母
さ
ん
同
士
が
語
り
合

え
る
場
・
マ
マ
友
を
作
る
場
を
提
供
す

る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
妊
娠
期
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
し
た
子
育
て
講
習
会
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業
や
催
し

は
、
毎
月
１
日
発
行
の
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
お
ひ
さ
ま
だ
よ

り
」「
す
く
す
く
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
立
公
共
施
設
・
児
童

館
・
保
育
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
園
庭
開
放
◆

河
原
保
育
所
・
大
住
保
育
園
の
園
庭

や
育
児
ル
ー
ム
を
開
放
す
る
「
お
ひ
さ

ま
広
場
」「
わ
く
わ
く
広
場
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
遊
び
な
が
ら
親
子
の
つ
な

が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
平
日
。
年
末
年
始
を
除
き
ま

す
▼
園
庭
の
開
放
…
午
前
９
時
３０
分
～

午
後
３
時
３０
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く
）

▼
部
屋
の
開
放
…
午
前
９
時
３０
分
～

１０
時
４５
分
。
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す

◆
す
く
す
く
子
育
て
相
談
◆

来
所
相
談
＝
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い電

話
相
談
＝
平
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
。
年
末
年
始
を
除
き
ま
す

◆
相
談
・
問
合
せ
先
◆

▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
河
原

保
育
所
（
京
田
辺
市
河
原
神
谷
６９
、
☎

６２
・
３
５
１
１
）
▼
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
大
住
保
育
園
（
京
田
辺
市
大

住
下
西
野
７７
、
☎
６２
・
１
４
７
７
）

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
妊

婦
と
そ
の
配
偶
者
を
対
象
に
、

パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま

す
。
生
ま
れ
る
前
か
ら
始
め
る

歯
の
健
康
づ
く
り
・
お
父
さ
ん

に
な
る
人
の
妊
婦
体
験
な
ど
、

一
緒
に
子
育
て
を
考
え
ま
し
ょ

う
。参

加
希
望
者
は
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
・
育
児
編
】

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
沐
浴

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
１５
日
㈭
午
後
１

時
３０
分
～
４
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
不
要

【
体
験
編
】

お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験
や
お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
く

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
１４
日
㈯
午
後
１

時
３０
分
～
４
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
妊
娠
５
カ
月
以
上
で

安
定
期
の
妊
婦
と
そ
の
配
偶
者

必
ず
夫
婦
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
２０
組

申
込
方
法
＝
５
月
２６
日
㈪
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
（
☎
６４
・

１
３
７
７
）

毎月発行する「おひさま
だより」「すくすく」

市
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
３
月
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現

す
る
た
め
、
市
有
地
を
提
供
し
新
築
移

転
を
支
援
し
て
い
た
私
立
み
み
づ
く
保

育
園
が
完
成
。
４
月
か
ら
は
、
田
辺
東

幼
稚
園
の
園
舎
を
利
用
し
た
河
原
保
育

所
の
分
園
を
開
設
し
、
両
園
で
保
育
定

員
を
約
１
０
０
人
増
や
す
な
ど
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
２５
年
か
ら
、
病
気
中
の
子
ど
も
を
預

か
る
病
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
な

ど
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
希
望
す

る
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

も
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
園
前
の
子
ど
も
を
持
つ

お
母
さ
ん
が
一
人
で
子
育
て
に
悩
ま
な

い
よ
う
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
て
ふ
て
ふ
」
で
、

保
育
士
に
よ
る
相
談
や
お
母
さ
ん
同
士

が
語
り
合
え
る
場
を
つ
く
る
サ
ポ
ー
ト

事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
市

内
に
在
住
す
る
生
後
６
カ
月
か

ら
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
児
童

が
、
病
気
中
か
病
気
の
回
復
期

に
あ
り
、
集
団
保
育
や
家
庭
で

の
保
育
が
難
し
い
場
合
に
預
か

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

3月、市営住宅跡地に新築
移転したみみづく保育園

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
て
ふ
て
ふ
」
は
、

３
歳
以
下
の
親
子
や
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
を
対
象
と
し
た
交
流
・
育
児
相
談
な

ど
が
で
き
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
で

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ
よ
か
ぜ
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

開
設
曜
日
・
時
間
＝
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
、
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
京
田
辺
市
田
辺
久
戸
３５
・
１

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費
用
＝
無
料

利
用
方
法
＝
初
め
て
利
用
す
る
人
は

来
所
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
て
ふ

て
ふ
」（
☎
６２
・
３
７
３
１
）



消
費
者
庁
は
、
毎
年
５
月
を
「
消
費

者
月
間
」
と
し
、
消
費
者
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費
者
問
題

に
関
す
る
教
育
・
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
は
、
同
月
間
に
合
わ
せ
、
消
費
生

活
展
と
消
費
生
活
講
座
を
開
き
ま
す
。

◎
消
費
生
活
展

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
や
啓

発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
に
ち
＝
５
月
１９
日
㈪
～
２３
日
㈮

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
２３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

◎
消
費
生
活
講
座

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
を
考
え
ま
す
。

興
味
が
あ
る
回
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
。
参
加
者
に
は
「
く
ら
し
の
豆
知

識
（
２
０
１
４
年
版
）」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

日
時
・
内
容
な
ど
＝
上
表
の
と
お
り

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
各
回
１
０
０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
日
・
保
育
の
有
無
（
生

後
６
カ
月
以
上
）
を
、
電
話
・
℻
・
は

が
き
・
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
後
、
３
日

以
内
に
返
信
が
な
い
と
き
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
５
月
３０
日
㈮

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

産
業
振
興
課（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
９
、
℻

６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sangyo@kyotanabe.jp

）
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【
出
場
者
を
募
集
】

対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

グ
ル
ー
プ
・
個
人

▼
１５
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）

▼
ア
マ
チ
ュ
ア
▼
所
属
す
る
会
社
・

団
体
・
学
校
な
ど
か
ら
出
場
許
可
を

得
ら
れ
る
▼
７
月
１９
日
㈯
の
予
選
会

に
参
加
で
き
る

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
⑦
職
業
（
大
学
生
・
高
校
生

は
部
活
動
な
ど
も
記
入
）
⑧
曲
目
・

歌
手
名
⑨
選
曲
理
由
を
、
返
信
用
に

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を
書
い

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す

申
込
先
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
・
出
場
」
係

（
〒
６
０
２
・
８
５
０
１
〈
住
所
不

要
〉）しめ

き
り
＝
６
月
１３
日
㈮（
必
着
）

【
観
覧
者
を
募
集
】

入
場
料
＝
無
料
。
１
歳
以
上
は
入

場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）

が
必
要
で
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
を
書
い
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
１
人
１

通
に
限
り
ま
す

申
込
先
＝
㈱
け
い
は
ん
な
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
・
観
覧
」
係

（
〒
６
１
９
・
０
２
３
７
精
華
町
光
台

１
丁
目
７
）

し
め
き
り
＝
６
月
２０
日
㈮（
必
着
）

【
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
】

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、選
出
・

抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
、
歯
周
疾
患
検
診
を

行
い
ま
す
。

お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
か
ら
だ
の
健
康
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期
間
＝
６
月
２
日
㈪
～
１０
月
３１
日
㈮

場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
７０
歳
の
人
（
昭
和
１９
年
４
月
１

日
～
昭
和
２０
年
３
月
３１
日
生
）

内
容
＝
口
腔
内
の
検
査
・
歯
の
汚
れ
の
染
め
出
し
・
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
５
月
３０
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市
は
、
健
康
と
幸
せ
を
組
み
合
わ

せ
た
「
健
幸
（
け
ん
こ
う
）」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
発
行

の
「
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
確
認
し
、

各
種
検
（
健
）
診
・
健
康
づ
く
り
事

業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
す
る
と
も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
、
来
年
行
う

「
一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
の
無
料
参

加
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
誘
い
合
わ
せ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る
２０
歳

以
上
の
人

対
象
事
業
＝
左
表
の
と
お
り

応
募
方
法
＝
対
象
事
業
に
参
加
し

て
１０
ポ
イ
ン
ト
以
上
集
め
、
市
立
公

共
施
設
に
あ
る
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
の

応
募
カ
ー
ド
を
書
い
て
郵
送
・
持
参

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
平
成
２７
年
３
月
１３
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

賞
品
＝
折
り
た
た
み
自
転
車
（
１

名
）・
自
動
血
圧
計
（
５
名
）・
京
田

辺
ブ
ラ
ン
ド
一
休
品
（
４
名
）・
京

田
辺
産
米
（
１０
名
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
・
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
・
精
華
町
・
け
い

は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

の
公
開
生
放
送
を
行
い
ま
す
。

元
気
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
出
場
者
と
、
番
組
の
観
覧
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
に
ち
＝
７
月
２０
日
㈰

時
間
＝
午
前
１１
時
４５
分
～
午
後
１
時
３０
分

場
所
＝
け
い
は
ん
な
ホ
ー
ル

（
精
華
町
）

司
会
＝
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
田

切
千
さ
ん

ゲ
ス
ト
＝
天
童
よ
し
み
さ
ん
・

山
川
豊
さ
ん

問
合
せ
先
＝
▼
Ｎ
Ｈ

Ｋ

京

都

放

送

局
（

☎

０
７
５
・
８
４
１
・
４
３
２
１
。
平

日
午
前
１０
時
～
午
後
６
時
）
▼
け

い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進

協
議
会
（
☎
９５
・
５
０
３
４
。
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
） 

４
月
１３
日
、
大
住
地
区
の
虚
空
蔵
堂

（
こ
く
ぞ
う
ど
う
）
で
十
三
ま
い
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
三
ま
い
り
は
、
数
え
年
で
１３
歳
に

な
っ
た
子
ど
も
が
、
知
恵
や
福
徳
を
授

か
る
た
め
に
虚
空
蔵
菩
薩
（
こ
く
ぞ
う

ぼ
さ
つ
）
に
お
参
り
す
る
伝
統
行
事
。

子
ど
も
た
ち
は
学
業
成
就
を
願
い
、
住

職
か
ら
「
智
慧
（
ち
え
）
の
水
」
を
頭

に
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

青
木
悠
翔
く
ん
は
、「
社
会
の
役
に

立
つ
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
１３
日
、
中
央
公
民
館
で
京
田
辺
市
消

防
団
の
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た

に
地
域
防
災
の
要
と
な
る
２３
人
が
入
団
し
、

１５
人
が
退
団
。
８
人
増
員
の
総
勢
３
２
４
人

と
な
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
体

制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
岡
嶋
一
晃
団
長
か
ら
新
入
団

員
へ
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表

し
て
第
五
分
団
の
有
山
洋
平
さ
ん
が
「
良
心

に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行
し
ま

す
」
と
決
意
表
明
（
＝
写
真
）。
ま
た
、
退

団
者
に
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

石
井
市
長
は
「
今
後
も
消
防
・
防
災
力
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
努
め
た
い
。
み
な
さ
ん
も
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
団
活
動
に
励

ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

は
、
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
の
現
役
選
手
と
一

緒
に
、
楽
し
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
６
月
８
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
０
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
・
精
華
町
に
在

住
・
通
学
す
る
小
学
生

内
容
＝
オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
女
子
選
手

に
よ
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
実
技
指
導
・
交
流

定
員
＝
８０
人
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
℻
か
電
子
メ
ー
ル
に
、
①
郵
便
番

号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
性
別
④
学
校

名
と
学
年
⑤
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
経
験
（
な
し
・
学
校

の
授
業
の
み
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
）
⑥
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
⑦
緊
急
連
絡
先
の
電
話
番
号
⑧

℻
を
書
い
て
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促

進
協
議
会
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い

電
子
メ
ー
ル
は
件
名
を
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

申
込
み
」と
し
て
く
だ
さ
い
。℻
は
Ａ
４
用
紙（
縦
）
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山川豊さん天童よしみさん

自分のまちは自分で守る！
消防団員を募集

あなたも、地域住民の生
命と財産を守る消防団員と
して活動しませんか。

対象＝市内に在住・通勤
する 18 歳以上の人

男女は問いません。
申込・問合せ先＝▼地域

の消防団関係者▼消防総務
課（☎ 63-1125）

㊧
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
現
役
選
手
が
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
昨
年
の
様
子
）

楽しく・楽に歩くためのウォーキング法を
学ぶ楽歩塾。申し込みは 5月 15日㈭まで電
話で受け付けています。

写真提供＝オムロンピンディーズ



市税の納期限
平成 26 年度の市税の納期限は下

表のとおりです問▼軽自動車税、固
定資産税、市・府民税＝税務課（☎
64-1318）▼国民健康保険税＝国保
医療課（☎ 64-1332）

平成26年（2014年）5月1日 平成26年（2014年）5月1日 ＜ 6 ＞＜ 7 ＞

固定資産税・
軽自動車税の納付月
5 月は、固定資産税第 1 期分と軽

自動車税の納付月です。固定資産
税は 1 月 1 日現在に土地・建物を
所有していた人に、軽自動車税は 4
月 1 日現在にバイク・軽自動車な
どを所有していた人に課されます。
納期限内に納付されなかった場合
は、各納付月の翌月に督促状を発送
します。督促状を発送した際は、督
促手数料 200 円を加算し、延滞金
を徴収することがあります。また、
広域連合「京都地方税機構」が滞納
分の徴収を行います。口座振替・自
動払込は、6 月 2 日㈪が振替日です。
5 月 30 日㈮までに登録口座の預貯
金残高を確認してください。なお、
納期限内に納付ができない場合は早
めに相談してください問税務課（☎
64-1318）

不妊治療費を一部助成
対象者＝次のすべてに該当する

夫婦▼府内に 1 年以上在住し、本
市に住民登録している間に不妊治療
を受けた▼各種健康保険に加入して
いる。対象治療＝保険適用の治療・
人工授精。事実上婚姻関係にある男
女は、保険適用の治療分のみ。なお、
体外受精・顕微授精には府の助成制
度があります。詳しくは☎でお問い
合わせください ▼保険適用の治療
＝自己負担額の 2 分の 1。上限 6
万円▼人工授精のみ・人工授精と保
険適用分を合わせた治療＝自己負担
額の 2 分の 1。上限 10 万円 診療
から 1 年以内に申請問▼保険適用
の治療・人工授精の助成に関するこ
と＝子育て支援課（☎ 64-1377）
▼体外受精・顕微授精の助成に関す
る こ と ＝ 山 城 北 保 健 所（ ☎ 21-
2192）・山城北保健所綴喜分室（☎
63-5745）

赤十字活動にご協力を
5 月は、赤十字運動月間です。日

本赤十字社は、災害時の救護・支援
活動、救急法・家庭看護法の普及、
血液事業の推進、戦争や紛争で苦し
む人々への救援活動などを行ってい
ます。日本赤十字社の活動は、みな
さんからの寄附で支えられています
ので、ご支援・ご協力をお願いしま
す問社会福祉課（☎ 64-1371）

介護者交流会
5 月 26 日㈪ 11 時～ 14 時、やま

ぼうし（田辺尼ケ池） 介護者同士
の交流と昼食・懇談会、介護者の体
験談など 先着 25 人 700 円
☎で申し込み問社会福祉協議会（☎
62-2222）

 点訳奉仕員養成講習会
受講者募集
6 月 6 日～ 8 月 8 日毎週金曜日

の 13 時～ 15 時、社会福祉センター
市内に在住・通勤・通学する人

点字を学び、点訳に携わる奉仕員を
養成します 20 人。多数の場合は
抽選 無料 往復はがきに氏名・年
齢・住所・☎・勤務先か学校名（市
外の人）を書いて、5 月 29 日㈭（必
着）までに郵送問社会福祉協議会

（〒 610-0332 京田辺市興戸犬伏
5-8、☎ 62-2222）

布ぞうり教室
5 月 22 日㈭ 13 時～ 15 時、環境

衛生センター甘南備園リサイクルプ
ラザ 市内に在住・通勤する人 不
要な布で布ぞうりづくり 先着 8
人 300 円 5 月 7 日㈬ 9 時 30
分以降に☎問清掃衛生課（☎ 68-
1288）

古文書を読む会
5 月 10 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、

社会福祉センター 講師＝精華町教
育委員会の中川博勝さん 300 円
問京田辺市郷土史会・岡山（☎ 63-
2244）

思春期相談「なごみ」
5 月 13 日㈫ 10 時 15 分～ 12 時

45 分、女性交流支援ルーム 思春
期の子どもを持つ保護者など 思春
期の子どもについての相談に応じま
す。相談員＝上級思春期相談士の廣
澤真奈巳さん 2 人 無料 ☎で
申し込み問女性交流支援ルーム（☎
65-3709）

普通救命講習
▼ 5 月 15 日㈭ 9 時～ 12 時、消

防署 15 人▼ 5 月 24 日㈯ 9 時～
12 時、消防署北部分署 10 人
AED（自動体外式除細動器）を用
いた心肺蘇生の講習。2・3 年ごと
に再受講しましょう 無料 前日ま
でに☎問▼消防署（☎ 63-1125）
▼消防署北部分署（☎ 65-0119）

宇治浄水場一般公開
5 月 17 日㈯ 10 時～ 16 時、府営

水道宇治浄水場。雨天決行 施設見
学・パネル展示・実験実演など。京
都の水（ペットボトル）をプレゼン
ト。公共交通機関でお越しください
問京都広域浄水センター（☎ 24-
1521）

第 3 回綴喜元気まつり
5 月 18 日㈰ 10 時～ 16 時、中部

住民センター 講演（13 時から。
テーマ＝これからの介護・認知症）・
オカリナのミニコンサート（14 時
から）・舞台発表・模擬店・体力測

定などの体験コーナー 参加協力費
300 円問全日本年金者組合綴喜支
部・兼田（☎ 090-1956-1817）

2 歳児
親子なかよし学級
6 月～平成 27 年 2 月（8 月を除

く。月 1・2 回）、各市立幼稚園
平成 23 年 4 月 2 日～同 24 年 4
月 1 日生の幼児と保護者 年 600
円（申込時に必要） 各園にある申
込書で、5 月 19 日㈪～ 30 日㈮の
平日 9 時～ 15 時に申し込み問▼田
辺幼稚園（☎ 62-3498）▼田辺東
幼稚園（☎ 62-4341）▼大住幼稚
園（☎ 62-7405）▼三山木幼稚園（☎ 
63-0077）▼草内幼稚園（☎ 62-
7000）▼松井ケ丘幼稚園（☎ 62-
8887）▼薪幼稚園（☎ 63-1911）
▼普賢寺幼稚園（☎ 65-0111）

河川レンジャー募集
住民と行政が協働して河川の管理

や整備を行うため、みなさんと行政
をつなぐ河川レンジャーを募集して
います。希望者は、淀川発見講座（6
月 7 日㈯、中央流域センター〈大
阪市〉）とレンジャー養成講座（6
月 21 日㈯・28 日㈯、7 月 12 日㈯）
を受講してください 5 月 19 日㈪
まで。詳しくは で確認問淀川河川
レンジャー事務局（☎ 072-861-
6801、 http://www.river-
ranger.jp/）

市民邦楽発表会
出演者を募集
8 月 24 日㈰ 12 時 30 分～ 17 時、

中央公民館 市内に在住・通勤・通
学する人 箏・三絃・尺八など 申
込書を 5 月 20 日㈫までに提出問▼
京田辺市文化協会（中央公民館内、
☎ 62-2552）▼邦楽連盟・畑中（☎
65-5251）

はいはいサロン
5 月 20 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時

30 分、中部住民センター 0 ～ 6
カ月の第 1 子と母親 育児相談。
新米ママの交流・情報交換 先着
12 組 100 円（保険代） 前日ま
でに 問子育てママ応援し隊「はい
はい」・田中（☎ 090-2350-5105、
suzuran@um.pinoko.jp）

おひさまサロン
5 月 20 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分、

そよかぜ子育てサポート 2 カ月
～ 2 歳の乳幼児と保護者 歌遊び・
手遊びを楽しみます。コップを持参

200 円（おやつ代） ☎で申し
込み問 NPO 法人そよかぜ子育てサ
ポート（☎ 62-9672）

親子体操
5 月 21 日㈬ 10 時～ 11 時 15 分、

中部住民センター 2・3 歳児と保
護者 指導＝ジュニアスポーツ指導
員の山本ゆみ子さん。ボール・なわ
とび・上靴・タオル・水筒を持参
無料問草内民生児童委員協議会・橋
本（☎ 63-2582）

市民ねっと楽学塾
5 月 30 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分、

北部住民センター テーマ＝松井ケ
丘ケーブルテレビの開局経緯と発信
力。講師＝松井ケ丘 CATV 施設管
理組合の石田憲次さん・大崎宏さん

先着 50 人 無料問まちづくり市
民ねっと京田辺▼河内（☎ 090-
6753-2988） ▼ 吉 村（ ☎ 090-
5974-4353）

美しくする会
総会記念講演会
5 月 31 日㈯、コミュニティホー

ル 総会（9 時 30 分から）・講演
会（総会終了後。テーマ＝自然の循
環を活かす緑豊かな暮らし。講師＝
同志社大学経済学部教授の和田喜彦
さん） 無料問わがまち“京たなべ”
を美しくする会事務局（市民参画課
内、☎ 64-1314）

スポーツに親しむ日
5 月 10 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、

田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・跳び箱・ミニ
トランポリン・カローリング・ソフ
トバレーボールなどを楽しめます
100 円。小学生以下は無料問田辺
中央体育館（☎ 62-1501）

KDSC スポーツ教室
【ラグビー】
5 月 25 日㈰、6 月 1 日㈰・8 日

㈰ 9 時 30 分～ 11 時、同志社大学
京田辺校地 市内に在住・通学する
小学生 50 人 3,000 円 5 月
12 日㈪（必着）

【ノルディックウォーキング】
5 月 26 日㈪、6 月 2 日㈪・9 日

㈪13時30分～15時 市内に在住・
通勤・通学する 18 歳以上の人
30 人 2,500 円 5 月 12 日㈪（必
着）

【サッカー１期】
6 月 8 日㈰・15 日㈰・22 日㈰、

7 月 6 日㈰ 10 時～ 11
時 30 分、同志社大学
京田辺校地 市内に在
住・通園する年中・年
長児 50 人 3,500
円 5 月 23 日㈮（必
着）

【フラッグフットボール】
6 月 15 日㈰・29 日㈰、7 月 6 日

㈰・13 日㈰ 9 時 30 分～ 11 時、同
志社大学京田辺校地 市内に在住・
通学する小学生 50 人 3,500 円

5 月 30 日㈮（必着）
往復はがきの往信用に「希望教

室名」・〒・住所・氏名（ふりがな）・
性別・生年月日・☎・緊急連絡先の
☎・学校名・学年・保護者氏名を、
返信用は何も書かずに郵送。社会教
育・スポーツ推進課、田辺中央体育
館で申し込む場合は、はがきを持参
問▼京たなべ・同志社スポーツクラ
ブ（〒 610-0331 京田辺市田辺丸
山 19、☎ 63-2855、☎ 090-6968-

9600）▼社会教育・スポーツ推進
課（☎ 64-1394）▼田辺中央体育
館（☎ 62-1501）

京都サンガ F.C.
ホームゲームに招待
▼ 5 月 24 日㈯ 14 時から、対ザ

スパクサツ群馬戦▼ 6 月 7 日㈯ 14
時から、対東京ヴェルディ戦。いず
れも西京極総合運動公園陸上競技場
兼球技場（京都市） 各 10 組 無
料 往復はがきの往信用に「希望試
合」・住所・氏名・☎を、返信用に
住所・氏名を書いて、5 月 13 日㈫（必
着）までに郵送。1 枚につき 2 人ま
で問京都サンガ F.C.「京田辺市広
報ご招待」係（〒 610-0102 城陽
市久世上大谷 89-1、☎ 55-7603）

ノルディックウォーク
5 月 17 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時、

田辺中央体育館。雨天決行 指導員
あり。雨天時は上靴を持参 先着
30 人 無料 5 月 13 日㈫までに
☎で申し込み問▼京田辺ネットワー
クの会かがやき（中央公民館内、☎
62-2552）▼奥西（☎ 62-1696）

トレーニングルーム
利用講習会
▼ 5 月 23 日 ㈮・6 月 6 日 ㈮ 19

時～ 21 時▼ 6 月 22 日㈰ 10 時～
12 時 市内に在住・通勤・通学す
る 15 歳以上の人。中学生を除く
田辺中央体育館トレーニングルーム
を利用するための講習 1,000 円

各回の 7 日前までに来館か、 ・
往復はがきの往信用に「トレーニン
グ講習会希望」と希望日・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・☎・勤務先
または学校名（市外の人）を、返信
用に住所・氏名を書いて郵送。 は
件名を「トレーニング講習会希望」
とし、申し込み後 7 日以内に返信
がないときは☎で連絡問田辺中央体
育館（〒 610-0331 京田辺市田辺
丸山 19、☎ 62-1501  ＦＡＸ 62-1534、

gym@kyotanabe.jp ）

市民総体
【ソフトテニス競技】
6 月 8 日㈰ 9 時から、田辺公園

テニスコート 市内に在住・通勤・
通学する中学校 2 年生以上の人
500 円。中学生は 300 円 申込書
を 5 月 29 日㈭ 17 時までに持参・
郵送・ＦＡＸ・ 問 NPO 法人京田辺市
社会体育協会事務局（田辺中央体育
館内、〒 610-0331 京田辺市田辺
丸 山 19、 ☎ 29-9008、 ＦＡＸ 62-
1 5 3 4 、 j i m u k y o k u @
kyotanabe-taikyo.jp）

認知症サポーター
 養成講座
5 月 30 日㈮ 14 時～ 16 時、北部

住民センター テーマ＝認知症の正
しい知識と関わり方。講師＝栄仁会
デイサービスセンターでんでんむし
の南出ゆふさん。相談会あり 先着
35 人 無料 ☎で申し込み問社会
福祉協議会（☎ 62-2222）

危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章】
横谷哲也さん（消防功労）
【瑞宝単光章】
靏忠秋さん（警察功労）
三井満さん（消防功労）

叙勲・褒章



【中央図書館】
▼毎週土曜日：午後 3時～
▼ 21日㈬：午後 4時～
【北部分室】
▼毎週土曜日（５月３日㈯を
除く）：午前 11時～
▼ 28日㈬：午後 4時～
【中部分室】
▼ 14日㈬：午後 4時～
▼ 21日㈬：午後 4時～
　※おはなし会は各日 30分

▼ 7日㈬～ 11日㈰
第 14回パレット展：パレッ
ト
▼ 14日㈬～ 18日㈰
第 10 回 京 田 辺 ク ラフト
ウェーブ作家展～永久 ( とわ )
の花たちと共に～：京田辺クラ
フトウェーブ
▼ 20日㈫～ 25日㈰
押し花とレカンフラワー展：
アトリエRuri
▼ 27 日㈫～ 6月 1日㈰（30
日㈮を除く）
楽篆会篆刻展：楽篆会

平成26年（2014年）5月1日 ＜ 8 ＞

広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【新茶にゃ負けぬ !】

先月号の答え：市内の鉄道駅数は「9」駅でした。

図書館だより

はがきに次の質問の回答と
郵便番号・住所・氏名・年齢・
日中連絡がつく電話番号を書
いて郵送してください。応募
は広報紙のほか、京田辺市ｅ
モニター（たなモニ）でも受
け付けています。

①「○」に入るクイズの答
え

②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企

画やご意見など
正解者の中から抽選で 3 名

様に、市特産・玉露の新茶を
プレゼントします。

個人情報は賞品の発送のみ
に使用します。また、いただ
いた意見や感想は広報紙など
で紹介する場合があります。
なお、ご意見に対する個別回
答はできませんので、ご了承
ください。

当選発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきま
す。

しめきり＝ 5 月 15 日㈭（当
日消印有効）

申込・問合せ先＝秘書広報
課（〒 610-0393〈住所不要〉、
☎ 64-1320）

京田辺玉露（新茶）３名様

４
月
４
日
、
新
規
採
用
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
の
一
環
と
し

て
、
市
の
特
産
で
あ
る
玉
露
の
淹

れ
方
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、
全
国
茶
品
評
会
の
玉
露

部
門
に
お
い
て
、
日
本
一
の
生
産

者
を
生
み
出
し
た
京
田
辺
。
市
の

職
員
と
し
て
特
産
の
魅
力
・
特
徴

を
知
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
私
も
玉
露
を
愛
す
る
一
人
と

し
て
、
生
産
者
の
苦
労
や
味
の
奥

深
さ
、
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
る
上
で
必
要
な
「
お
も
て
な

し
」
の
心
得
・
作
法
な
ど
を
伝
え

ま
し
た
（
＝
写
真
）。
玉
露
を
初

め
て
飲
む
職
員
は
、
そ
の
甘
み
と

う
ま
味
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
に
玉
露
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
成
２１
年

か
ら
転
入
者
に
茶
器
セ
ッ
ト
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
開
始
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
る
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
市
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

の
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
熱
い
思

い
を
持
っ
た
職
員
が
現
地
・
現
場

に
飛
び
込
ん
で
行
く
こ
と
で
、
こ

の
ま
ち
が
元
気
に
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

この春、9 つある市立
小学校へ 752 人が希望
を胸に入学しました。4
月 15 日には、新 1 年生
にとって初めての給食が
始まりました。

当日の献立は子どもに
人気のカレーライス。給
食好きになるように、親
しみやすさ、食べやすさ
から、初日のメニューと
して選ばれました。

配膳の当番に当たって
いる児童がかっぽう着姿

になり、慣れない手つき
で給食を配ると、全員
で元気に「いただきま
す！」。おいしそうな笑
顔で頬張りました。おか
わりする児童もたくさん
いました。

市立小学校では、品質
にこだわった給食を提供
しています。子どもたち
が食に関する正しい知識
と習慣を身に付けること
ができるよう、積極的に
食育に取り組みます。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。今

号
は
、
男
性
で
初
め
て

食
生
活
改
善
推
進
員
「
し
ょ

っ
か
い
さ
ん
」
に
な
ら
れ
た

３
人
の
う
ち
の
１
人
、
兎
子

尾
（
と
し
お
）
正
文
さ
ん

（
７２
）
に
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。－「

し
ょ
っ
か
い
さ
ん
」

に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

－

現
役
時
代
に
商
品
開
発
を

担
当
し
た
冷
凍
鍋
焼
き
う

ど
ん
が
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

そ
の
恩
返
し
を
す
る
に
は
、

「
食
」
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
６４
人
の
う
ち

男
性
は
３
人
で
す
が
、
ま
っ

た
く
違
和
感
な
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

－

ど
の
よ
う
な
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
か

－

減
塩
み
そ
づ
く
り
に
参
加

し
ま
し
た
。健
康
に
良
い
上
、

こ
う
じ
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ

て
お
い
し
い
で
す
よ
。
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
ほ
か
に
も
、

小
学
校
や
子
ど
も
会
で
の
調

理
指
導
や
、
市
が
行
っ
て
い

る
１
歳
６
カ
月
児
健
診
で
は

手
作
り
お
や
つ
と
レ
シ
ピ
を

配
布
し
ま
し
た
。
食
育
の
一

端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

－

心
掛
け
て
い
る
こ
と

は

－活
動
を
通
し
て
身
に
付
け

た
知
識
は
、
家
族
で
実
践
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
仲
間

に
も
教
え
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
健
康
で
長
生
き
で
き
れ

ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
世
界
が
広
が

り
ま
す
よ
ね
。

－

今
後
の
抱
負
は

－

食
べ
る
こ
と
は
一
生
続
く

こ
と
。
特
に
子
ど
も
と
高
齢

者
に
食
生
活
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。
料
理

は
楽
し
い
も
の
で
す
。
男
性

に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
で

す
。
今
度
は
自
分
で
も
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
健
康
レ
シ
ピ

を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

「
料
理
を
通
し
て
人
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
る
」
と
熱
く
語

る
兎
子
尾
さ
ん
。
食
を
通
じ

た
積
極
的
な
活
動
が
、
健
康

で
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
る

秘
訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。問

合
せ
先
＝
市
民
参
画
課

（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

趣味の家庭菜園で収
穫を楽しむ兎子尾さん
／松井ケ丘在住

一口頬張り笑顔の児童（田辺東小学校）
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